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ラ イ ブ ラ リプ ロ グ ラム の 紹 介

No.247Y3/QC/Z/AAO1登 録 年 月 日 昭 和46年4月1日

ELASTICSCATTERINGANALYSISWITHNUCLEAROPTICALMODEL(ELASTC)

光 学 模 型 に よ る弾 性 散 乱 の 解 析(ELASTC)
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§1.概 要

原 子 核 に よ り弾 性 散 乱 さ れ た 粒 子 の微 分 断 面 積 、 反 応 断 面 積 お よ び偏 極 を光 学 模 型 で 計 算 す る。

入 力 粒 子 の ス ピ ンは0ま た は%に 限 られ 、 そ の他 の 粒 子 に対 して は ス ピ ン を無 視 す る。

§2.使 用 法

この プ ワ グ ラ ム の使 用 法 等 に つ い て は 、 当分 の 間 、東 京 大 学 原 子 核 理 論 プ ロ グ ラム 管 理 機 関 発行

の使 用 方 法 説 明 書 を参 照 され た い(*)

な お 、 九 大 セ ン ター 登 録 の プ ロ グ ラ ム を使 う際 の コ ン トロ ー ル カー ドの つ け方 は 、以 下 の通 りで

あ る。

¥QJOB

¥RUNFLNAME=QU.EB.P.LIB.TEST,EBNAME==ELASTC

デ ー タ

¥JEND

§3.そ の 他

(*)連 絡 先

東 京都 北 多摩 郡 田 無 田∫2970

東 京大 学 原 子 核 研 究 所 理 論 部 内 核 研 理 論 プ ロ グ ラム 管 理 機 関

久 保 謙 一(TEL.0424-61-4131(内)225)
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b.ソ ー ス プ ロ グ ラ ム の公 表 は 一 定期間 保 留 す る(年 月 日まで)



§1.概 要

原 子 核 に よ る粒 子 の 非 弾 性 散 乱 と 、一 粒 子 のStrippingお よ びPick-up反 応 をZero・range歪 曲 波

Born近 似(DWBA)で 数 値 解 析 す る プ ロ グ ラム で あ る。

入 射 粒 子 お よび 放 出粒 子 の 散乱 を記 述 す る光 学Potentia1に は 、Spin-Orbitは 含 まれ な い と近

似 す る。

§2.使 用 方 法

この プ ロ グ ラム の使 用 法 等 に つ い て は 、 当 分 の 間 、 東 京 大 学 原 子 核 研 究 所 理 論 プ ロ グ ラム 管 理 機

関 発行 の使 用 説 明書 を参 照 され た い。(*)

な お 、 九 大 セ ン ター 登 録 の プ ロ グ ラ ム を使 う際 の コ ン トロー ル カ ー ドの つ け 方 は 、 以 下 の 通 りで

ある。

¥QJOB

¥RUNFLNAME=QU.EB.P.LIB.TEST,EBNAME=・DWBA1

デ ー タ

¥JEND
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(*)連 絡先

東京都北 多摩郡田無町2970

東京大学 原子核研究所理論部内 核研理論プログラム管理機関

久保謙一(TEL.0424-61-4131(内)225)
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§1.概 要

1.1目 的

関 数f(x)の 区 間 〔a,b〕 で の 積 分/直

1-4bf(・)d・

を 求め る。

1.2匡 言卜算:ノブ浸ξ

台 形 公 式 を用 い たROMBERGの 方 法 に よ る。

〔参 考 文 献 〕

HerbertS.Wilf,AdvancesinNumericalQuadrature,

in`MathematicalMethodforDigitalComputer',1960,PP.133-140,Interscience,

§2.イ 吏坪J乳去

2.1呼 び 出 し方 法

ROMBER(FUNC,A,B,ERR)(関 数 サ ブ プ ロ グ ラム で あ る)

2.2パ ラ メー タ

FUNC実 数 型 関 数 名。 被積 分 関 数f(x)を 関 数 サ ブ プ ログ ラ ム 、 また は 、文 関 数 で 与

え る。(*)

A実 数 型 変 数 名 また は 実 定 数 。 積 分 区 間 の 下 限 を与 え る。

B実 数 型 変 一数 名 また は 実 定 数 。 積 分 区 間 の一E限 を与 え る。

ERR実 数 型 変 数 名 ま た は 実 定 数 。 誤差 判 定 用 のパ ラ メー タで あ る。

(1)ERR>0の と き相 対誤 差 で 、

・(2)ERR<0の と き相 対誤 差 で
、

(3)ERR=Oの ときERR=107と み な して 絶 対 誤 差 で 、

収 歎 が 以 下 の よ うに 判 定 され る。

今 、W,をi段 階 に お け る積 分 近 似 値 とす れ ば 、相 対 誤 差 制 御 で は 、1(Wi-W,一 、)

/W、1≦ERR絶 対 誤 差 制 御 で は 、1W,-W,-fl≦IERR1に な っ た と きWiを 積 分 値

とす る。 た だ し、IWil≦1038の と きはERRの 符 号 に か か わ ら ず 絶 対 誤 差 で収

寅欠が 判 定 され る。

(*)被 積 分 関 数 は 、FUNC(X)の 形 で 与 え る。(こ こ でFUNCは 関 数 サ ブ プ ロ グ ラム



名 ま た は文 関 数 名。Xは 独 立 変 数 で 実 数 型)

関 数 サ ブ プ ロ グ ラ ム で 与 え た場 合 、パ ラ メ ー タFurNcは 呼 びlliuプ ロ グ ラム の 中 で

EXTERNAL宣 言 を しな け れ ば な らな い が 、文 関 数 で 与 え た場 合 は 、EXTERNAL

宣 言 を して は な らな い。

§3.エ ラー 処 理

逐 次 近 似 値 を9回 求 め た 後 、依 然 と し て上 記収歎 条 件 が 満 た され な い と きは 、 第9近 似 値 を もっ

て 積 分 値 と し 、エ ラ ー メ ッセ ー ジ を

***muROMBER(A,B,ERR)=W9一 一 … 一ERReR=T"***

と印 棚 す る。 こ こ にA,B,ERRは 実 引 数 と して与 え られ た値 を、W,は 第9近 似 値 を 、TはW8

を第8近 似 値 とす れ ば

ERR>0の と きT==i(WザW8)/Wgl

ERR≦0の と き 、 お よ びlWgI≦10…3sの と きはT判Wg-W,1

を表 わ す。

§4.使 用 ル ー チ ン

こ の プ ロ グ ラ ム で は 、ABS、FLOATを 使 用 して い る。

§5.備 考

Ganss求 積 法 との比 較

概 括 的 に い え ばRomberg法 は 、 有 限 区 間 に お い て 、多項 式 に 依 っ て 近 似 さ れ る よ う な 関

数 の積 分 に 適 して い る。 した が っ て 、Rombeg法 はNewton-Cotes法 あ るい はGau§s求 積 法 と対

比 す べ きで あ ろ う。 しか しな が ら 、Newton-Cotesの 公 式 は 精 度 、安 定 、洗 練 度 の 諸 点 に懲1し

Romberg法 に は遙 か に 及 ば な い。 以 下 はRomberg法 とGauss法 の 比 較 で あ る・

1)精 度 … …Gauss法 が 優iれて い る。

a)区 間 ←1,1)を65点 に 細 分 し 、Remberg法 で10-s、 同 じ区 闘 を64点 に 分 剤 し 、

G鋤SS法 で1o-18

b)Gauss10点 法 がRombeg65点 法 と同 じ程 度 の 誤 差 を与 え る 、 と い う例 が 知 られ て い る。

2>安 定 … …や やRomberg法 に 分 が あ る。



a)Romberg法 で は 、格 子 点 に お け る被 積 分 関 数 の 値 に乗 ず べ き係 数(重 み)は 正 で あ っ て 、

且 つ お 互 い に 同 じ程 度 の 大 き さ で あ る。 大 き くな っ て も他 の3倍 を越 え る こ とは な い。

b)Gauss法 に お い て も、重 み の 値 は 正 で あ る。 しか しな が ら 、 格 子 点 は 区 間 の端 末 に集 中

し 、分 割 点 が24を 越 す と大 き な 重 み が 小 さ な そ れ の10倍 、 あ る い は そ れ 以 上 に な る。

3)洗 練 度 …Romberg法 の存 在 理 由 は こ こ に あ る。

a)計 算 法 に お い てす で に 述 べ た よ うに 、Romberg法 の 計 算 手 順 は 洗 練 され た もの で あ る。

b)Gauss法 で は 、周 知 の よ うに積 分 区 間 を不 等 の 、 しか も細 分 区 間 の 長 さの 比 が 無理 数

に な る よ うに 分 割 す る。

4)誤 差 評 価

a)Romberg法 で は 、 積 分 の 近 似 値 を逐 次 求 め るの で あ る か ら 、誤 差 の 大 さ を把 握 す る

こ とは 比 較 的 容 易 で あ る。

b)Gauss法 に お い て は 、異 る分 点 法 を続 け て採 用 しな い と誤 差 の 評 価 が で き な い。

c)し か し なが ら、1)項 に述 べ た よ うに 、Gauss法 はRomberg法 に遙 か に 勝 る精 度 を 有

す る の で 、 た とえ 異 る分 点 法 を連 続 して 用 い た と して も、 同 じ程 度 の誤 差 を得 る に

Romberg法 よ り少 な い 仕事 量 で 済 む こ とが 多 い。

5)糸 占、i命

a)積 分 区 間 を等 分 割 して 積 分 を 計 算 す るに はRomberg法 が 最 上 で あ ろ う。

b)座 標 が 無理 数 で あ る よ うな格 子 点 に お け る.被 積 分 関 数 の 値 が 利 用 で き る と きは 、

Gauss法 を採 用 す べ きで あ る。


